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図表-1 公立ホール・公立劇場の評価の全体フロー 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

① 高まる地域文化振興の意義と公立文化施設の役割 
・心の豊かな感動のある生活（自己実現の充実感） 

→文化振興の役割の増大 

・地域の文化振興 

→地域や住民の活力創出 

評価データの収集（調査）・分析は、運営者または指定管理者が実施し 
その結果を設置団体に対して報告し、事業の実績を共有 

○ 明確なミッションの存在 
→設置団体としての文化政策のミッション 

 →従来のホール運営財団の文化施策上のミッション 
(劇場・ホール運営以外、都道府県等広域行政） 

 →劇場・ホールのミッション、設置目的 

 →業務の範囲と管理の基準 

 →協定書（指定管理者制度の場合） 

① 問題点や課題の把握と改善策の検討 
→改善策の検討・策定と実施 

→ミッション、設置目的の確認、再構築 

（留意事項：評価自体が目的化することの危険性） 

② 住民に対するアカウンタビリティへの対応 
→事業や運営の目的と成果 

→運営のビジョンと今後の達成目標 
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地域文化振興の基盤・拠点としての公立文化施設

の役割増大 

公立文化施設の評価の重要性の増大 

ミッションの確認（再設定） 

評価体系の構築 

評価データの収集（調査）・分析 

段階評価に基づいた自己チェック 

評価 

改善計画策定 

 

 

 

 

ミッション 

(A-0) 

戦略・評価軸 

· 設置目的（A） 
· 運営・管理（B） 
· 経営（C） 

ミッションのブレイクダウン 

· ミッション（設置目的）の有無･内容につ

いても評価体系の中に位置づけ（A-0） 
· 設置目的（A）のブレイクダウン 

→各館で選択・カスタマイズ 
→各館の方針に基づいたウェイトづけ 

· 運営・管理状況（B）、経営状況（C）につ

いては、汎用性を考慮した設定 

評価フレーム 

× · 運営管理状況（自主公演数、アウトリーチ事業

数、観客数、参加者数、利用者数等） 
· 経営状況（稼働率、収入内訳、支出内訳、スタ

ッフ数等） 

運営・経

営データ 

· アンケート調査（公演や各種サービスへの観客

満足度、ミッションの達成度・支持度等） 
· グループインタビュー調査（鑑賞による効果、ア

ウトリーチによる効果等） 
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運営・経営データの収集・整理方法 

· データ記入（一次データ） 

＋自動計算（加工データ） 
· 経年変化の捕捉 

調査の実施方法 
· アンケート調査の設問例 
· グループインタビュー設問、進行例 

経年分析（評価） 
· 運営・経営改善 

相対分析（評価） 
· 全国･地域平均との比較 
· 類似他館との比較 

（抽出方法・データ収集） 

× 
＋ 

自己評価 
· 劇場・ホール 
· 設置団体-行政 

外部評価 
· 評価委員会 
· 住民意見聴取 

運営・経営上の

問題点把握 

運営・経営 

改善計画策定 

ミッションの妥当性の点検 
ミッションの再設定 
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② 行政を取り巻く環境変化 
・景気対策による負債累積 

・高齢社会の到来、市町村合併 

 →国・地方を通じた財政的困難 

  →行政サービスの効率化、民への開放（NPM） 

    →公の施設への指定管理者制度の導入 

○文化振興ビジョンの再確定・再定義 

○公立文化施設と文化行政の機能分化 

○公立文化施設の位置づけの再確認・再定義 

○文化財団の、文化行政上の位置づけの再確認・再定義 

専門家による検討・アドバイス 

戦略・評価軸の構成要素 

· 戦略目標 
· 戦略（事業） 
· 評価指標・基準 

運営者／指定管理者 

（事業評価） 

設置団体 

（政策評価） モニタリング 

ミッション、評価体系は設置団体を中心に 
運営者の協力を得て作成 

評価と改善計画の策定は
共同作業で実施 

絶対評価（基準値の模索） 

＋ 

 

2007年度以降
悉皆調査に基
づいて検討 

評価ユニット（戦略目標＋戦略＋評価指標・基準） 

段階 

評価 

· 戦略ごとに達成度合いを自己点検できる解説

式のモデル指標 
· チェック・リスト方式による段階評価 
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